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面会に関するお知らせ 

 

ご家族の方々には、当院の感染対策へのご理解・ご協力を心より感謝申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症については、感染症法における 5 類へ移行しましたが、医療機関・高齢者

施設については、重症化リスクの高い方への感染を防ぐ為、マスクの着用が厚生労働省より推奨されて

おります。当院におきましても回復期リハビリテーション目的にて入院されておられる方は重症化リス

クの高い方が多く、リハビリテーションの実施ならびに入院生活様式の特性により、クラスター発生の

危険性が少なくない事から、引き続き面会制限等を含めた感染対策を継続している最中でございます。 

しかしながら、入院中の患者さんがご家族ご友人と接触する機会を増やす事の重要性を鑑み、より高

機能なマスクを着用していただく事を前提に、面会を実施させていただきます。 

なお、面会にこられる方々には、事前に本基準のご周知及びご承諾をよろしくお願い申し上げます。 

 

1. 入館・面会時のお願い 

 入館時には、検温のうえ健康チェック票のご記入をお願いします。ご記入された内容によって

は、面会をお断りする場合がございますのでご了承ください。 

 面会の際は、当院が提供する高機能マスクの着用をお願いします。受付時にお渡ししますの

で、正しく装着していただき、病棟にて看護師より確認させていただきます。 

 入館中は、正しいマスクの着用及び手指消毒の徹底をお願い致します。マスクを常時着用され

ない方のご入館はお断りさせていただきます。 

 患者さん・ご家族の方共に面会中の飲食は禁止とさせていただきます。 

 

2. 面会が可能な方について 

 面会者は 15 歳以上の方となりますのでご了承ください。 

 

3. 面会について 

 面会時間は、午後 2 時から午後 7 時まで※です。 

※ お食事時間中（午後 6 時から 30 分間程度）は、面会をご遠慮いただいております。お食事が終

了するまでお待ちください。また、お食事時間のご調整も出来かねますのでご了承ください。 

 1 階正面受付（午後 5 時 30 分以降は警備室前）で 健康チェック票の記入、検温を行います。 

 面会は１日１回 30 分以内とさせていただきます  

 発熱・体調不良等で健康観察が必要な方はご面会いただけません。 

 

4. 洗濯物の受け渡し 

 1 階正面受付・時間外出入口にて受け渡しする事が出来ます。 

 面会時間中に病室までお持ちいただくことも可能です。 

□お預かり 午後 2 時～午後 5 時 30 分 1 階正面受付（医事課） 

      午後 5 時 30 分～午後 7 時 時間外通用口（警備） 

□お渡し  上記時間帯に受付及び時間外通用口でのお渡しとなりますが、事前にご連絡が必 

要となります。 



 

5. 入館・面会が禁止となる場合について 

 感染リスクの高い行動歴がある方や面会ルールを守っていただけない方、ならびに以下のいず

れかに該当する方の入館はご遠慮いただいております。 

※ 発熱（37 度以上）・咳・倦怠感等の感冒症状及び味覚臭覚異常がある方、また、同居のご家

族に同症状がある方。 

※ 上記の症状消失後 2 週間以内の方、又は同居のご家族が上記症状消失後 2 週間以内の場合 

※ ２週間以内に上記症状がある方と濃厚接触された場合、又は上記症状が消失してから２週間

以内の方と濃厚接触された場合 

 同居のご家族が新型コロナウイルス感染症陽性と診断された場合は、下記のとおり面会禁止と

させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記状態が生じた場合や、面会者の方に発熱、咽頭痛など感染を疑わせる症状が生じた場合は、  

できるだけ早く病棟へご連絡ください。 

 

今後の感染状況によっては、事前の予告なく面会を中止させていただく場合がございますので予めご

理解、ご協力の程よろしくお願い致します。 

以上 

 

 

【面会用マスクの装着方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

① マスクを開きノーズフィッターを鼻の位置にあわせ、中に入っているワイ

ヤーを鼻に密着させます。鼻とあごをしっかり覆っていることを確認く

ださい。 

② 両サイドのゴムバンドを耳にかけます。 

③ ノーズフィッターを押し当て鼻の形に合わせます。 

④ 適切な密閉性を得られているかチェックします。 

手でマスクを完全に覆ってすばやく息を吐き、マスクの周囲から空気が

漏れている場合は①～④を繰り返して調整してください。 


